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Ⅳ．高齢者が幸せに暮らすコミュニティ

１．高齢者包括支援システムの活用

　西澤は、このような高齢の伴侶動物飼育者への自

助、共助のシステムを構築するために、地域包括ケ

アシステムに、動物医療等、伴侶動物の専門家が積

極的に関わり、参画していくことで、伴侶動物の高

齢飼い主の不安を払拭し、幸せに暮らす社会へ貢献

できるのではと提案した。

　これを元に、冨永が立案した公助を組み込んだ社

会システム案が、図５である（冨永，2015）。

　地方自治体に於いては、人間の福祉を担当する部

署と動物に関わる部署は、共に保健福祉局といった

名称で、同じ局に属していることが多い。動物に関

わる部署（生活衛生課等）では、出先に動物愛護（管

理）センターもあり、ここで動物の引き取りや相談

により、高齢者の問題が見出される場合もある。一

方、人間の福祉の場面でも、課題を抱えた高齢者に

共に暮らす伴侶動物がある場合、解決すべき課題と

なる。これらの部署は、連携するシステムを有して

いないが、同じ局内であり、今後連携構築を図れる

可能性は、十分にある。動物に関わる専門家は、動

物取扱業として、都道府県、政令指定都市、中核市

の動物衛生担当部署に登録もされており、常日頃の

協働関係も存在する。また、飼育者のプライバシー

保護などの観点からも、公的機関が公助として、あ

る種のコーディネート機能を果たせることが望まし

い。

　このような仕組みの中では、誰が費用負担をする

かということがある。勿論自助努力は必要である

が、例えば、現在ある犬の登録のシステムを再整備

し、犬の生涯１度だけ、飼い始めの時に登録する方

法から、飼育支援を視野に入れ、登録を毎年更新す

ることとし、更新費用を徴収し、公助システムの運

営費用に充てることは、先ず、考えられる。これは、

同行避難などの災害対策や孤独死防止に代表され

る高齢者の見守りの観点からも有用である。であれ

ば、対象を猫に広げることも必要になるであろう。

また、伴侶動物の世話は、介護保険の生活支援サー

ビスには未だ含まれていない。しかし、生活満足度

の高さを示すアンケート結果や、解明されていく生

［図５］「伴侶動物との暮らしから見る地域支援策全体図（案）」

冨永佳与子, 2015,「地域を幸せにする伴侶動物飼育支援システム̶伴侶（家庭）動物との暮らしを地域活性へ」，
ICAC KOBE 2015 記録集
「伴侶動物との暮らしから見る地域支援策全体図（案）」
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理学的影響を考慮すれば、自立支援や介護予防とし

て、「伴侶動物との暮らし」を積極的に社会システ

ムに組み込む工夫は有用であると思われる。また、

その他にも、入院の際の伴侶動物の預かり費用に限

れば、将来的には民間の入院保険の活用可能性も考

えられる。費用の手当ができれば、新たな産業分野

を創出でき、新たな雇用の場も生み出すことにな

る。伴侶動物の分野では、専門学校で学ぶ学生も多

く、伴侶動物と関わる仕事へのモチベーションは、

とても高い。良質な人的資源も確保されている。

　また、エイジレスフォーラム第13号「シニアの

キャリアを地元に還元できる文化の構想」（押味，

2015）でも取り上げられているように、高齢者は画

一的ではなく、実際には、身体能力、モチベーショ

ン、経済力等も様々である。高齢者は、支援を受け

るだけの存在ではなく、自分の出来る範囲で、支援

を提供できる存在にもなり得る。

２．地域コミュニティの中で

　地域包括支援センターは、中学校区にひとつ設置

されることになる。健康な人であれば、徒歩圏内で

あり、また、校区が存在することにより、住民の顔

が見える地域コミュニティが活用されやすいことも

想定される。

このような環境では、例えば、伴侶動物と暮らす

健康な高齢者は、子ども達との触れ合いや、伴侶動

物と暮らせない高齢者の訪問などを通じて、伴侶動

物と共に主体的にコミュニティに関わることもでき

る。伴侶動物は、見知らぬ同士のコミュニケーショ

ンを繋ぐメディアとして機能するし、子ども達との

関わりを通して、命の大切さ教育や子育て支援にも

貢献できる。神戸市長田区で起きた女の子が犠牲に

なった事件では、犯人は、「猫を見せてあげる」と

女の子を部屋に招き入れることに成功した。社会シ

ステムとして、コミュニティの中に、子ども達、高

齢者、伴侶動物が居ることができ、それぞれに緩や

かな見守りが実現できる場所が構築出来れば、子ど

も達をそのような危険から遠ざけ、高齢者が主体的

に支援を提供する場ともなり、楽しく、優しく、温

かなコミュニティを構築する一助となるのではな

いだろうか。そのような場の構築は、災害対策や孤

独死防止にも有効に機能する。また、認知症高齢者

のために、積極的に伴侶動物を導入している特別養

護老人ホームもあり、飼育している伴侶動物と一緒

に入居できる介護付き有料老人ホームも出てきてい

る。これらの施設を通じた高齢者のコミュニティへ

の関わりも期待されるところである。それには、伴

侶動物の専門家の適切な関わりと支援の役割が肝要

である。

Ⅴ．おわりに

　伴侶動物の将来への不安がなくなり、伴侶動物と

飼い主が納得して最後まで一緒に居られる社会シス

テムが構築出来れば、老後の不安要素が一つ減り、

伴侶動物と暮らしたい高齢者は、活き活きとして、

楽しく満足した日常生活を、自らが納得できるま

で、続けることができる。このような活動的で幸せ

な老後の生活イメージは、老後の明るいニュースで

あり、現役世代が持つ、年齢を重ねる不安を減らす

ことにも繋がる。　　

更に、伴侶動物への好感度は年々上がっており、

本論で述べてきたような、「伴侶動物と暮らす高齢

飼い主は、日常生活に満足し、ほとんど不満がない」

とか、「伴侶動物と見つめ合うと、幸せホルモンが

出る」といったような前向きな調査・研究結果が浸

透してくれば、条件が整うのであれば、その潜在需

要から考慮しても、伴侶動物と暮らすことを希望す

る高齢者も大幅に増えてくるであろう。

　「伴侶動物との暮らし」については、これまで、

漠然と「高齢者の暮らしにもいいのでは」というイ

メージで語られることが多かったが、近年、日本で

も調査・研究が進みつつある。人類が長い歴史を経

て獲得した異種動物との共生関係を今一度見直し、

社会システムとして活用していくことは、未知の超

高齢化社会の未来に立ち向かっていかねばならない

我々人類にとって、自然の恵みとも言える大きな力

と成り得るのではないだろうか。

　高齢者のみならず、子ども達や地域住民も幸せに

暮らすコミュニティ構築に貢献できるよう、社会保
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険制度の活用、民間の保険や信託といった金融シス

テムの活用、新規ビジネスの創造、ふるさと納税や

クラウドファンディングのような新しい寄附手法の

活用等、このような社会システムを支える自助、共

助、公助の資金の仕組みも含め、「伴侶動物との暮

らし」の活用戦略が更に広がる可能性を、引き続き

模索出来ればと考える。
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